社会福祉調査Ａ
（Social research A）
	担当教員名　　塚本利幸　

	科目区分
　共通関連科目　選択
	対象学年　２　　　
	開講期　前期
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	火曜３限（Ｎ５５３）

	メールアドレス
	tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	アンケート調査を実施する上で必要になる知識（調査票の作成の仕方や留意点、標本抽出の必要性と実施方法、データの入力と処理の方法、尺度について、統計的な分析手法、等）について解説する。

	授業目標

（4行程度)
	アンケート調査の実施方法について基本的な知識（リサーチ・リテラシー）を習得し、卒業研究などに際して、自分で仮説検証型のアンケート調査を計画、実施、分析できる能力を身につけることを目指す。



	授業計画・内容

	1． 社会調査とは（社会調査の歴史）

2． 仮説検証型の社会調査のおおまかな流れ（仮説の構成から分析・検証まで）

3． 各種の調査法のメリットとデメリット

4． 仮説の構成と検証の方法

5． 標本調査におけるサンプリング（標本抽出）の必要性と実施方法

6． 調査票を作成する上での留意点１（キャリー・オーバー効果）

7． 調査票を作成する上での留意点２（誘導質問）

8． 回答選択肢を作成する上での留意点

9． 調査者の倫理とリサーチ・リテラシー

10.データの入力方法

11.尺度と分析手法

12.２変数の関係の分析（クロス集計とカイ２乗検定）

13.２変数の関係の分析（相関係数）

14.平均値の差の検定（Ｔ検定）

15.まとめ

	キーワード
	アンケート調査、調査票の作成、仮説の検証、リサーチ・リテラシー

	教科書
	指定しない

適宜プリントを配布し、それに従って授業をおこなう

	参考書
	社会調査へのアプローチ―論理と方法、大谷信介他、ミネルヴァ書房、2005
社会調査法入門、盛山和夫、有斐閣、2004

	評価方法

・評価基準
	学期末のレポート試験によって評価する

社会調査に関する基本的な事項が正確に理解できているかどうかを評価の基準とする

	関連科目
	社会福祉調査Ｂ

	履修要件
	特になし


	その他


	卒業研究などでアンケート調査の実施を考えている人には、特に、この科目の履修をお勧めします。


